
○ 「特別養護老人ホームにおける看護職員と介護職員の連携によるケアの在り方に
関する検討会」において検討（2/12・ 第１回、6/10・第２回） 。

○ 第２回検討会において、特養の医療行為のうち、行為の危険性や夜間実施の頻度等
を考慮して、
① 口腔内の吸引
② 胃ろうによる経管栄養
について、看護職員と介護職員の役割分担等を整理した上で、具体的なモデル事業
を実施することとされた。

○ 「特別養護老人ホームにおける看護職員と介護職員の連携によるケアの在り方に
関するモデル事業」を、以下の形で実施。

① 各特養の指導看護師に対して研修を実施 （平成２１年９月１日・２日実施）
② 各特養において、看護師の指導・連携の下で介護職員が口腔内の吸引・胃ろうに
よる経管栄養を実施 （～平成２１年１２月）

③ その結果を評価・分析 （平成２２年１月・２月）

※ モデル事業は、平成２１年度老人保健健康推進事業により、（株）日本能率協会総合研究所が、委員会（委員

長：太田秀樹 医療法人アスムス理事長）において、カリキュラムの検討や事業結果の検証等を実施。

特別養護老人ホームにおける看護職員と介護職員の連携
によるケアの在り方に関する検討について （経緯）
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